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長
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（
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和
三
十
一
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卒
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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
電
友
会
会
長
二
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
、
昨
年
は
、
皆
様
と
役

員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
、
楽
し
い
活
動
が
で
き
ま
し

た
こ
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

就
任
時
の
会
報
で
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
会

社
・
工
場
に
は
勤
め
な
い
会
長
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
お
陰
様
に
て
、
何
一
つ
病
気
も
無
く
、

血
圧
も
正
常
で
、
卒
寿
を
迎
え
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
一
端
を
申
し
上

げ
、
皆
さ
ま
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
か
ら
六
十
余
年
前
、
元
電
気
科
長
の
菊
地
巌
先
生
か
ら
「
物
づ
く
り
は
人
が

つ
く
る
。
そ
の
人
間
つ
く
り
」
が
最
も
大
事
で
あ
る
結
論
で
す
。 

人
間
と
な
る
に
は
「
健
康
な
身
体
に
、
精
神
が
宿
る
」
の
言
葉
通
り
、
そ
の
健

康
づ
く
り
に
は
、
本
会
の
「
施
設
見
学
」
が
あ
り
、
精
神
面
の
事
業
に
は
、
郷
土

の
歴
史
や
仏
像
・
仏
教
を
大
川
原
先
輩
か
ら
多
く
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
毎
年
本

会
総
会
終
了
時
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
「
健
康
づ
く
り
・
笑
い
」
の
講
演
を
お
聞

き
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
会
に
は
是
非
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
私
の
勉
強
会
か
ら
「
表Ⅰ

」
は
、
元
県
社
会
福
祉
事
務
所
主
任
栄
養

士
技
師
小
松
文
子
先
生
か
ら
の
「
楽
し
く
、
食
べ
て
、
健
康
に
し
よ
う
」
①
②
③

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
、
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

次
に
「
精
神
面
」
で
は
、
楽
し
い
毎
日
で
年
を
と
り
「
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
」
に

入
会
さ
れ
、
地
域
の
方
々
と
お
話
や
ゲ
ー
ム
、
歌
を
唱
っ
て
「
表Ⅱ

」
「
可
愛
い

年
寄
と
成
る
為
に
」
の
よ
う
に
、
お
家
の
方
や
近
所
の
方
々
か
ら
も
そ
の
よ
う
に

云
わ
れ
る
老
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ

の
表
は
、
数
年
前
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
勉

強
会
で
戴
い
た
も
の
で
す
。 

ど
う
ぞ
、
今
年
も
明
る
い
、
楽
し
い

「
電
友
会
」
に
な
る
よ
う
に
、
お
互
に

元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

合
掌 
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《
電
友
会
の
活
動
報
告
》 

事
務
局  

白
井 

達
夫
（
昭
和
四
十
三
年
卒
） 

◇
史
跡
探
訪(

六
月) 

 
田
植
え
が
終
わ
り
水
田
に
苗
が
映
え
る
六
月
二
日
、
会
員
十
四
名
で
会
津
美
里

町
の
史
跡
探
訪
を
、
昭
和
三
十
年
電
気
科
卒
の
大
川
原
史
郎
氏
の
案
内
で
開
催
し

ま
し
た
。
以
下
、
探
訪
個
所
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

探
訪
当
日
は
、
若
松
市
内
と
美
里
町
内
の
集
合
場
所
か
ら
弘
安
寺
で
合
流
。
突

然
の
豪
雨
の
中
、
山
門
で
雨
宿
り
し
な
が
ら
行
程
説
明
後
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 【
弘
安
寺
（
曹
洞
宗
）
】
所
在
地
：
会
津
美
里
町
米
田
字
堂
ノ
後
甲
１
４
７ 

中
田
の
観
音
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
会
津
三
十
三
観
音
三
十
番
札
所
で

「
会
津
こ
ろ
り
三
観
音
」
の
ひ
と
つ
。 

観
音
堂
は
、
弘
安
二
年
（
１

２
７
９
年
）
に
建
立
さ
れ
た
の

で
弘
安
寺
と
称
し
、
銅
造
十
一

面
観
音
像
、
脇
侍
の
不
動
明
王
、

地
蔵
菩
薩
、
三
尊
は
国
重
文
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代

の
鋳
造
仏
と
し
て
東
北
地
方
の

代
表
的
な
仏
像
で
あ
る
。 

野
口
英
世
の
母
シ
カ
は
毎
月

十
七
日
午
前
一
時
頃
に
猪
苗
代

三
条
潟
か
ら
徒
歩
で
詣
り
、
一

晩
観
音
堂
に
お
籠
り
し
て
息
子

の
息
災
を
祈
っ
た
と
云
う
。 

「
抱
き
つ
き
柱
」
は
安
産
願

い
で
あ
っ
た
も
の
が
、
悪
事
災

難
除
け
祈
願
と
な
り
、
現
在
は

「
こ
ろ
り
三
観
音
」
の
「
抱
き

つ
き
柱
」
と
な
っ
て
い
る
。 

【
法
用
寺
（
天
台
宗
）】
所
在
地
：
会
津
美
里
町
雀
林
字
三
番
山
下
３
５
５
４ 

会
津
三
十
三
観
音
二
十
九
番
札
所
で
、
養
老
四
年
（
７
２
０
年
）
徳
道
上
人
の

開
基
と
云
う
古
い
寺
院
。
大
同
二
年
（
８
０
７
年
）
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
そ

の
後
、
徳
一
大
師
が
再
興
。
法
用
寺
は
慧
日
寺
が
隆
盛
を
み
る
ま
で
は
多
く
の
末

寺
と
飯
豊
山
も
司
掌
し
、
法
用
寺
時
代
と
も
称
す
る
盛
時
が
あ
っ
た
。
修
験
者
が

多
く
住
み
、
三
十
三
の
坊
も
存
在
し
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。 

境
内
に
は
、
会
津
最
古
の
厨
子
（
国
重
文
）
や
室
町
時
代
の
銅
鐘
な
ど
多
く
の

文
化
財
を
有
す
る
と
と
も
に
、
石
川
啄
木
歌
碑
な
ど
も
有
る
。 

「
木
造
金
剛
力
士
像
」
は
平
安
時
代
に
造
ら
れ
た
像
高
二
㍍
を
超
す
ケ
ヤ
キ
の

一
本
造
で
国
重
文
に
指
定
。 

「
三
重
塔
」
は
会
津

に
現
存
す
る
唯
一
の
塔
。

江
戸
時
代
中
期
に
造
ら

れ
た
大
変
美
し
い
三
重

塔
で
県
重
文
に
指
定
。 

「
虎
の
尾
桜
」
は
会

津
五
桜
の
ひ
と
つ
で
、

四
月
末
か
ら
五
月
の
初

旬
に
か
け
て
咲
く
八
重

咲
の
花
弁
が
珍
種
の
桜

で
あ
る
。 

 

           

弘安寺山門にて雨宿りしながら大河原さん(中央

奥の柱の右)から説明を受け探訪スタート 

仁王門：かつては木造金剛力士像が祀

られていた。探訪時は伝統行事の蛇の

御年始の藁の蛇が祀られていた。 

石川啄木の歌碑 
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【
龍
興
寺
（
天
台
宗
）
】

所
在
地
：
会
津
美
里
町

字
龍
興
寺
北
甲 

２
２
２
２
‐
３ 

徳
川
家
康
か
ら
三
代

に
仕
え
た
天
海
大
僧
正

が
出
家
し
た
と
云
わ
れ

る
古
刹
。
嘉
祥
年
中
（
８

４
８
年
）
慈
覚
大
師
に

よ
っ
て
開
山
。
阿
弥
陀

如
来
を
本
尊
と
し
て
い

る
。
墓
地
に
は
天
海
大

僧
正
の
両
親
の
一
対
の

五
輪
の
塔
が
あ
る
。 

国
宝
「
一
字
蓮
台
法

華
経
」
は
、
平
安
後
期

（
１
１
０
０
年
代
）
約

三
十
名
の
手
に
よ
り
法
華
経
（
妙
法
蓮
華
経
）、
開
経
、
結
経
（
序
論
と
結
び
）
を

書
写
し
た
も
の
で
、
極
上
の
斐
紙
に
銀
罫
を
引
き
、
一
行
十
七
文
字
詰
め
に
墨
書

さ
れ
、
経
文
６
９
，
３
８
４
字
が
朱
、
金
、
青
、
緑
、
白
に
彩
色
さ
れ
た
蓮
の
台

座
に
乗
せ
る
よ
う
に
写
経
さ
れ
て
お
り
、
縦
２
９
㎝
で
全
長
は
９
ｍ
９
０
㎝
に
及

ぶ
。 敷

地
内
の
園
の
蓮
は
約
二
千
年
前
の
種
子
を

開
花
さ
せ
た
古
代
蓮
で
、
夏
早
朝
に
咲
き
誇
る

様
子
は
見
事
で
あ
る
。 

 

探
訪
後
に
は
蕎
麦
処
の
「
花
扇
」
で
美
味
し

い
蕎
麦
を
堪
能
し
な
が
ら
情
報
交
換
な
ど
充
実

し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

毎
回
、
詳
細
な
資
料
提
供
お
よ
び
案
内
役
の

大
川
原
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
、
史
跡
探
訪
の

報
告
と
し
ま
す
。 

                                

国宝「一字蓮台法華経」 拡大図 
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高
圧
実
験
装
置 

◇
施
設
研
修
会(

八
月)

 
 

今
回
の
施
設
研
修
会
は
八
月
三
十

日
に
、
見
学
先
そ
の
①
「
母
校
電
気

科
実
習
室
」
、
そ
の
②
「
ほ
ま
れ
酒
造

（
喜
多
方
市
）」
と
異
色
の
組
合
せ
で

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
八
名
と

何
時
も
に
比
べ
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
マ
イ
カ
ー
二
台
に
分
乗
し
て
の
、

和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
い
研
修
会
で

し
た
。 

母
校
の
見
学
は
電
気
科
主
任
井
上

浩
一
先
生
の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。
入
校
直
後
に
校
長
室
で
二

瓶
賢
一
校
長
先
生
の
歓
待
を
受
け

（
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
す
）
会
工
の
現
状
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

実
習
室
の
見
学
は
、
卒
業
し
て
か
ら
半
世
紀
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
懐
か
し

い
機
器
・
器
具
、
測
定
器
な
ど
の
品
々
に
再
会
し
ま
し
た
。 

会
工
見
学
後
は
、
近
年
開
通
し
た
会
津
縦
貫
北
道
路(

若
松
～
喜
多
方
間
約
13
㎞

の
高
規
格
道
路)

で
喜
多
方
市
へ
移
動
。 

ほ
ま
れ
酒
造
は
、
酒
ど
こ
ろ
会
津
で
も
一
番
の
出
荷
量
を
誇
る
酒
蔵
で
す
。
巨

大
な
タ
ン
ク
や
匠
の
技
に
加
え
て
最
新
技
術
を
活
用
し
た
酒
造
り
の
工
程
を
見
学

後
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
雲
嶺
庵
」
で
試
飲
や
お
気
に
入
り
の
銘
酒

を
購
入
。
緑
豊
か
で
広
大
な
日
本
庭
園
で
寛
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
佐
野
会
長
の
地
元
の
「
道
の
駅 

あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
」
で
参
加

者
年
相
応
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
を
摂
り
な
が
ら
語
ら
い
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

                        

手前左:井上先生 中央奥:二瓶校長先生 

工
作
工
事
実
実
習
室 

「
雲
嶺
庵
」
日
本
庭
園
に
て 

機
器
類 

巨大なタンクを見上げる 
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◇
定
例
総
会(

十
月) 

 

第
二
十
三
回
定
例
総
会
お
よ
び
懇
親
会
は
、
平
成
二
十
九
年(

二
〇
一
七
年)

十

月
二
十
日(

金)

に
、
会
津
若
松
市
内
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
」
に
お
い
て
、

会
員
二
十
三
名
と
ご
来
賓
の
七
名
を
加
え
た
三
十
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
と
校
歌
斉
唱
の
後
、
成
田
良
副
会
長(

昭
和
三

十
五
年
卒
・
会
津
若
松
市)

の
開
会
宣
言
で
開
式
。
星
陽
一
さ
ん(

昭
和
四
十
年
卒
・

東
京
都)

を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
二
十
八
年
度(

期
間
：
平
成
二
十
八
年
十
月
一

日
～
平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日)

の
活
動
経
過
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査
報
告
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画(

案)

・
予
算(

案)

、
弔
慰
規
定(

案)

の
制

定
と
役
員
任
期
の
暫
定
延
長(
案)

の
各
議
案
が
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

議
事
終
了
後
に
は
、
電
気
科
主
任
の
井
上
浩
一
先
生
よ
り
、
三
年
生
の
進
路
状

況
や
母
校
の
近
況
報
告
を
受
け
、
母
校
の
繁
栄
と
後
輩
の
活
躍
に
全
員
の
大
き
な

拍
手
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
井
上
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
の
記
念
講
演
は
、
会
津
若
松
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
の
田
崎

朝
美
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
「
唱
歌
と
ヨ
ー
ガ
で
い
き
い
き
講
座
」
と
題
し
た
講

義
で
、
身
体
ほ
ぐ
し
懐
か
し
い
歌
を
合
唱
。
音
楽
専
攻
の
講
師
の
美
声
に
酔
い
し

れ
た
楽
し
い
講
演
会
で
し
た
。 

恒
例
の
懇
親
会
は
、
成
田
副
会
長
の
司
会
で
開
会
。
ご
来
賓
を
代
表
し
て
若
狭

春
生
同
窓
会
長
と
二
瓶
賢
一
会
工
校
長
の
お
二
人
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、

渡
部
藤
雄
さ
ん(

昭
和
三
十
一
年
卒
・
岡
山
県
倉
敷
市)

の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
祝

宴
に
入
り
ま
し
た
。
佐
野
常
雄
会
長(

昭
和
三
十
一
年
卒
・
湯
川
村)
の
大
黒
舞
の

余
興
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

根
本
一
雄
さ
ん(

昭
和
三
十
六
年
卒
・
会
津
美
里
町)

の
音
頭
で
応
援
歌
Ａ
調
、

頑
張
れ
応
援
歌
を
全
員
で
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
青
春
の
熱
い
血
を
呼
び
起
こ

し
ま
し
た
。
田
中
健
一
さ
ん(

昭
和
四
十
二
年
卒
・
埼
玉
県
久
喜
市)

の
中
締
め
の

後
、
再
会
を
誓
い
お
開
き
と
し
ま
し
た
。 

 

<

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ>

 

次
回
の
第
二
十
四
回
会
工
電
友
会
定
例
総
会
は
、
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日(

金)

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
部
同
窓
会
総
会
は
翌
二
十

日(

土)

に
開
催
予
定
で
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

          

唱歌とヨーガ 二瓶校長先生 渡部氏 佐野会長 田中氏 

田崎講師 
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《
会
工
高 

電
気
科
か
ら
の
寄
稿
》 

 
「
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 

三
年
電
気
科 

渡
邉 

一
輝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私
が
会
津
工
業
高
等
学
校
に
入
っ
て
、
約
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
こ
の
三
年
間
を
振
り
帰
っ
て
み
て
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

入
学
し
て
一
番
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
国
家
資
格
で
あ
る
第
二
種
電
気
工
事

士
の
取
得
で
す
。
皆
、
最
初
は
電
気
の
知
識
が
ゼ
ロ
な
の
で
、
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
後
の
補
習
な
ど
前
向
き
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

試
験
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
皆
の
や
る
気
が
出
て
き
て
意
欲
的
に
授
業
や
補
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
結
果
、
合
格
者
は
近
年
で
一
番
多
い
40
名
中
35
名
で
し
た
。
こ

れ
は
、
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

一
年
生
の
時
は
全
て
が
初
め
て
の
経
験
で
、
期
待
よ
り
不
安
の
方
が
大
き
か
っ

た
の
で
す
が
、
優
し
い
先
輩
方
が
色
々
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
学
校
が
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。 

 

一
年
生
で
一
番
辛
か
っ
た
こ
と
は
部
活
動
で
し
た
。
私
は
野
球
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
高
校
の
部
活
動
は
中
学
校
と
は
全
く
違
い
、
礼
儀
や
先
輩
と
の
上
下

関
係
も
厳
し
く
、
何
よ
り
何
事
に
対
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
の
で
、
慣
れ

る
の
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
の
あ
り
が
た
い
言
葉
や
、
先
生
の

ご
指
導
で
少
し
ず
つ
自
分
自
身
、
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

二
年
生
に
40
人
全
員
で
進
級
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
行
事
が
二
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
目
は
修
学
旅
行
で
す
。
一
日
目
に
奈
良
の
奈
良
公
園
に
行
き
鹿
と
戯

れ
、
二
日
目
に
京
都
に
行
き
、
金
閣
寺
、
清
水
寺
、
班
別
自
主
研
修
に
行
き
ま
し

た
。
金
閣
寺
は
歴
史
の
教
科
書
で
し
か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実

際
に
見
て
み
る
と
、
と
て
も
き
れ
い
な
景
色
で
普
通
の
お
寺
と
は
違
っ
た
美
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
清
水
寺
で
は
、
よ
く
テ
レ
ビ
で
見
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
て
テ

レ
ビ
で
見
る
よ
り
歴
史
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
班
別
自
主
研
修
は
、

京
都
の
町
を
班
員
と
歩
い
て
、
都
会
の
一
面
と
歴
史
的
な
一
面
の
両
方
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
目
的
地
ま
で
無
事
に
行
け
る
か
不
安
で
し
た
が
、
班
員
と
協
力

し
合
っ
て
無
事
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
改
め
て
、
仲
間
は

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
三
日
目
は
、
大
阪
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
行
き
ま
し
た
。
皆
、
修

学
旅
行
で
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
場
所
で
、
全
員
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に
な
る
会
社
は
遠

か
っ
た
の
で
す
が
、
社
会
に
出
る
前
に
、
会
社
の
厳
し
さ
で
あ
っ
た
り
、
仕
事
の

大
変
さ
を
学
べ
た
三
日
間
に
な
っ
た
の
で
、
す
ご
く
自
分
の
た
め
に
な
り
ま
し
た
。 

 

三
年
生
で
は
、
学
校
の
最
高
学
年
と
し
て
の
活
動
が
増
え
、
一
年
生
と
は
反
対

に
全
て
の
行
事
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
部
活
動
が
一
番
自
分
の
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
代
で
主
将
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
を
ま
と

め
る
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
行
か
な
く
て
辛
い
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
支
え
て
く
れ
た
仲
間
や
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
部
活
動
を
通
し
て
、
礼
儀
、
努
力
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
感
謝
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
進
路
に
つ
い
て
は
、
皆
、
自
分
の
夢
を
叶
え
よ
う
と
必
死
に

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
も
多
く
の
生
徒
が
大
企
業
に
就
職

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

三
年
生
も
残
り
わ
ず
か
で
卒
業
で
す
。
卒
業
前
に
後
輩
達
に
一
言
、
残
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
辛
い
事
、
自
分
の
嫌
な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
先
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
こ
か
ら
逃
げ
ず
に
前
向
き
に
努
力
す
れ
ば
必
ず
そ
の
先
に
は
明
る
い
未
来

は
あ
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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「
二
学
年
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 

二
年
電
気
科 

高
橋 

凛 

  
一
年
生
の
４
月
に
希
望
と
不
安
を
抱
え
、
会
津
工
業
高
校
電
気
科
に
入
学
し
て

か
ら
約
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
入
学
式
で
呼
ば
れ
る
名
前
に
大
き
な
声
で
返
事
を

し
た
そ
の
時
か
ら
私
た
ち
の
高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は

現
在
39
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
他
の
ク
ラ
ス
や
先
生
方
か
ら
「
二
年
電

気
科
は
、
動
物
園
み
た
い
だ
。」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
個
性
豊
か
な
人
た
ち
の
集
ま

り
で
明
る
く
元
気
一
杯
笑
い
の
絶
え
な
い
、
に
ぎ
や
か
な
ク
ラ
ス
で
す
。 

 

入
学
し
て
か
ら
す
ぐ
に
、
国
家
試
験
で
あ
る
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取
得

に
向
け
て
の
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
学
し
た
て
の
私
た
ち
に
は
、
電
気
に
つ

い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
授
業
や
放
課
後
の
補
習
な
ど
で
の
先

生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
に
よ
り
、
最
初
は
解
け
て
い
な
か
っ
た
問
題
が
解
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
お
か
げ
で
電
気
の
知
識
が
身
に
付
い
て
い
く
に
つ

れ
て
電
気
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
生
の
時
点
で
多
く
の
生
徒

が
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
種
電
気
工
事
士
や
危
険
物
取
扱

者
な
ど
の
上
級
資
格
に
も
挑
戦
し
合
格
に
向
け
て
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

二
年
生
で
の
高
校
生
活
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
い
え
る
修
学
旅
行
で
は
、
広

島
・
大
阪
・
京
都
な
ど
を
４
泊
５
日
で
巡
り
友
人
と
時
間
を
共
有
す
る
大
切
さ
を

学
び
、
今
ま
で
よ
り
一
層
絆
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た

時
間
内
で
行
動
す
る
集
団
行
動
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

残
り
の
高
校
生
活
が
悔
い
の
残
ら
な
い
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
ク
ラ

ス
一
丸
と
な
っ
て
各
々
の
進
路
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

         

「
電
気
科
卒
業
生
を
送
り
出
す
に
当
た
り
」 

担
任 

佐
久
間 

智
広 

  

電
気
科
で
担
任
を
持
っ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
、
も
う
卒
業
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
の
高
校
生
活
の
始
ま
り
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
の
第

二
種
電
気
工
事
士
合
格
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
か
ら
で
し
た
。
始
め
は
、
訳
も
分

か
ら
ず
取
り
組
ん
で
い
た
生
徒
達
も
、
一
か
月
も
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
、
よ
う
や

く
内
容
の
理
解
が
追
い
付
い
て
来
て
、
合
格
ラ
イ
ン
に
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
な
り
の
手
応
え
を
感
じ
な
が
ら
い
よ
い
よ
本
番
の
試
験
に
臨
み
ま

し
た
。
今
年
卒
業
を
迎
え
る
ク
ラ
ス
は
、
全
員
合
格
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
回
目
に
9
割
の
生
徒
が
筆
記
試
験
に
合
格
し
、
37
名
が
卒
業
ま
で
に
は
第
二
種

電
気
工
事
士
の
免
状
を
持
っ
て
卒
業
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
進
路
に
つ
い
て
も
、

全
員
の
内
定
が
早
め
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
、
い
わ
ゆ
る
有
名

企
業
に
内
定
し
て
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
改
め
て
思
う
の
は
、
生
徒
自
身
が
面
接

や
筆
記
試
験
に
向
け
て
頑
張
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
工
電
気
科
に
対
す

る
産
業
界
の
需
要
の
高
さ
で
す
。
会
工
内
の
他
科
と
比
較
し
て
も
、
求
人
票
で
の

確
認
の
段
階
か
ら
電
気
科
や
機
械
科
に
対
す
る
求
人
件
数
は
他
の
科
を
圧
倒
し
て

い
ま
し
た
。
業
種
や
職
種
を
問
わ
ず
、
幅
広
く
産
業
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の

は
、
や
は
り
電
気
の
知
識
技
能
は
あ
ら
ゆ
る
仕
事
で
潰
し
が
効
く
の
と
同
時
に
伝

統
の
力
が
大
き
い
と
感
じ
た
次
第
で
す
。 

さ
て
、
今
後
生
徒
達
も
会
工
電
気
科
卒
業
生
と
し
て
社
会
に
巣
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
電
気
の
知
識
技
能
を
身
に
付
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
の
大
き
な
武

器
と
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
は
、
AI
が
社
会
に
広
く
浸
透

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
構
造
の
激
変
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
あ
る
職
業
の
中
に

は
、
い
ず
れ
AI
が
担
う
こ
と
に
な
り
、
人
間
の
手
か
ら
は
離
れ
て
い
く
も
の
も
多

く
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
気
科
の
卒
業
生
は
そ
の
よ
う
な
AI
と

共
存
す
る
環
境
作
り
を
受
け
持
つ
立
場
側
の
人
間
と
し
て
、
活
躍
す
る
こ
と
に
な

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
AI
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
決
し
て
真
似
の

出
来
な
い
強
み
を
持
て
る
よ
う
、
将
来
的
に
も
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
卒 

業 

 

Ｅ 
ELECTRICIT
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「
電
気
科
の
課
題
研
究
」 

 
 

電
気
科
主
任 

井
上 

浩
一 

 
会
津
工
業
高
等
学
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
6
年
で
、
実

習
テ
ー
マ
の
精
選
を
科
職
員
全
員
で
行
い
、
強
電
、
弱
電
、
情
報
技
術
の
3
部
門

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
実
習
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
の
科
目
と
し

て
、
私
は
課
題
研
究
と
い
う
科
目
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
本
校
で
は
、
年
度
当
初
に
掲
げ
た
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
を
、
班
員
の

顔
写
真
と
テ
ー
マ
名
を
校
長
室
前
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
指
導
者
で
あ
る
教
員
と

生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

電
気
科
の
生
徒
諸
君
、
課
題
研
究
の
取
り
組
み
は
い
か
が
で
し
た
か
？ 

私
の
班
の
状
況
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
班
は
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
台

を
製
作
し
ま
し
た
。 

製
作
物
は
、
台
、
パ
ッ
ク
が
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
セ
ン
サ
回
路
、
得
点
版
回
路
に

な
り
ま
す
。 

台
を
製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
木
工
加
工
技
術
、
計
測
技
術
、
工
具
の
操
作

技
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
セ
ン
サ
回
路
、
得
点
版
回
路
を
製
作
す
る
に
は
、
電

気
回
路
の
知
識
と
は
ん
だ
付
け
を
主
と
す
る
電
子
回
路
製
作
技
術
が
重
要
に
な

り
ま
す
。 

ど
ち
ら
の
製
作
も
、
慎
重
に
作
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
す
。 

私
の
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、
個
性
派
ぞ
ろ
い
で
あ
り
、
元
気
の
良
さ
を
前
面
に
出

す
集
団
で
し
た
。
慎
重
な
作
業
と
は
無
縁
か
な
・
・
・
い
や
、
私
も
同
じ
班
員
の

一
人
で
す
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。 

で
は
、
慎
重
に
取
り
組
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
事
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
準
備
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。
準
備
と
は
環
境
を

整
え
る
こ
と
、
事
の
完
成
形
を
見
据
え
て
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
何
を
行
う
に
も
勉
強
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
ね
。
よ
っ
て
、
学

業
に
取
り
組
む
習
慣
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

卒
業
生
諸
君
、
高
校
3
年
間
で
学
業
に
真
剣
・
慎
重
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
？

答
え
は
自
分
の
胸
に
締
ま
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
、
学
業

の
必
要
性
を
感
じ
る
は
ず
で
す
。 

今
年
度
の
三
年
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
就
職
希
望
生
徒
が
県

内
に
８
名
、
県
外
に
21
名
、
公
務
員
（
自
衛
隊
）
に
２
名
の
内
定
を
、
四
年
生

大
学
進
学
２
名
、
専
門
学
校
進
学
７
名
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
の
進
路
先

が
、
電
気
系
で
あ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
津
工
業
高
校
の
卒
業
生
は
、
企
業
人
と
し
て
社
会
生
活
を
支
え
る
人
材
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

先
輩
方
に
続
い
て
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
ば
か
り

で
す
。 

真
剣
・
慎
重
に
行
動
で
き
る
人
材
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
課
題
研
究
と
い
う
科

目
か
ら
感
じ
た
こ
と
で
す
。 

“
か
ぢ
の
ま
ち
”
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

    
 

   
                 

母校空撮 
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昭和 40 年電気科卒 現:会工同窓会 会長 

《
会
員
動
向
》 

◎
平
成
二
十
九
年
春
の
叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介 

                     

《
電
友
会
仲
間
の
活
動
紹
介
》 

熊
の
子
会 

解
散
し
「
31
Ｅ
・
白
虎
会
」
発
足
す 

会
津
若
松
市 

鈴
木 

安
太
郎(
昭
和
三
十
一
年
卒)

 

 
 

私
た
ち
の
同
級
会
は
、
在
学
中(

昭
和
29
年
／
１
９
５
４
年)

担
任
・
大
沢
熊
義

先
生
の
親
切
な
教
え
が
魅
力
的
に
思
い
出
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
字
を
戴
き
「
熊
の

子
会
」
と
命
名
し
、
次
の
様
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 ⒈ 

１
９
８
８
年 

６
月 

東
京
都
新
宿
２
０
名(

東
京
近
辺
で
の
懇
親
会) 

⒉ 

１
９
８
８
年
１
１
月 

鬼
怒
川
温
泉
２
５
名 

(

大
沢
先
生
出
席) 

⒊ 

１
９
９
７
年 

１
月 

会
津
東
山
温
泉
２
０
名 

(

保
志
先
生
出
席
・
還
暦
の
お
祓
い) 

⒋ 

２
０
０
３
年 

１
月 

沖
縄
県
那
覇
市
２
５
名 

⒌ 

２
０
０
４
年 

４
月 

京
都
・
奈
良
２
１
名 

(

在
学
時
の
修
学
旅
行
を
思
い
出
し
て) 

⒍ 

２
０
０
５
年 

９
月 

会
津
湯
野
上
温
泉
２
２
名 

⒎ 

２
０
０
６
年 

９
月 

宮
城
県
仙
台
・
松
島
１
５
名 

⒏ 

２
０
０
７
年 

９
月 

神
奈
川
県
横
浜
市
２
４
名 

⒐ 

２
０
０
８
年 

９
月 

山
梨
県
２
３
名 

⒑ 

２
０
０
９
年 

９
月 

岡
山
県
２
３
名 

⒒ 

２
０
１
０
年
１
０
月 

埼
玉
県
２
２
名 

⒓ 

２
０
１
１
年
１
０
月 

会
津
２
２
名 

⒔ 

２
０
１
２
年
１
０
月 

沖
縄
県
２
３
名(

う
ち
特
別
参
加
２
名) 

⒕ 

２
０
１
３
年
１
０
月 

東
京
２
８
名 

⒖ 

２
０
１
４
年
１
０
月 

茨
城
県
１
９
名 

⒗ 

２
０
１
５
年
１
０
月 

会
津
東
山
温
泉
１
５
名 

⒘ 

２
０
１
６
年 

岡
山
県 

※
参
加
者
少
数
の
為
開
催
中
止 

⒙ 

２
０
１
７
年
１
０
月 

会
津
東
山
温
泉
１
２
名 

（
以
上
の
資
料
提
供
者 

金
作 

等
） 

 

今
回
ま
で
十
七
回
が
開
催
で
き
、
卒
寿
と
な
り
参
加
者
も
減
少
し
、
別
表
の
よ
う

な
理
由
で
欠
席
さ
れ
て
居
る
の
で
、
今
後
参
加
が
期
待
さ
れ
る
方
は
諸
用
事
１
０

名
と
透
析
２
名
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

そ
こ
で
、「
熊
の
子
会
」
を
解
散
し
て 

「
31
Ｅ
白
虎
会
」
で
発
足
。
幹
事
的
に 

は
、
東
京(

湯
田
幸
八
・
金
作
等)

、
茨
城 

(

渡
部
正
義)

、
地
元
会
津(

佐
野
常
雄
・ 

鈴
木
安
太
郎)

。
夫
々
、
地
区
持
ち
回
り
で
、

諸
行
事
や
文
化
遺
産
・
歴
史
等
を
見
学
し
、

余
生
を
楽
し
み
、
百
歳
を
目
標
に
頑
張
ろ

う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
諸
用
事
の
あ
る

方
は
、
都
合
を
付
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
地
区
幹
事
の
方
に
ご
連
絡
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
友
会
へ

の
入
会(

年
会
費
千
円)

お
忘
れ
な
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平成 29 年 熊の子会同級会 回答内容 

(理由) 48 名 内 容 

出席  ９ 夫妻３組 計１２名 

故人 １４ Ｓ29～Ｈ28 

音信無し  ３ ハガキの返信無し 

不参加 ２２ 

諸用事 10 

介護 1 

歩行困難 1 

透析 2 

病弱 8 

🌸おめでとうございます 

会報掲載にあたっては、福島民報社 

平成 29 年 4月 29 日の記事を引用 



 

- 11 - 

 

２
０
１
７
年
１
０
月
25
～
26
日 

東
山
温
泉 

御
宿
東
鳳 

  

              

       

       

   

地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
さ
わ
や
か
号
」
の
運
行
状
況
に
つ
い
て 

会
津
若
松
市 

菊
地 

良
三(

昭
和
三
十
七
年
卒) 

（
地
域
住
環
境
） 

 

私
た
ち
の
住
む
会
津
若
松
市
金
川
町
は
会
津
若
松
駅
の
西
側
約
１
㎞
、
市
内
中

心
部
よ
り
約
２
㎞
に
位
置
し
、
隣
接
の
田
園
町
と
合
わ
せ
て
人
口
約
２
，
８
０
０

人
、
世
帯
数
約
１
，
２
０
０
の
規
模
で
あ
る
。
市
内
他
地
域
と
比
較
し
て
中
心
部

か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
位
置
し
て
い
る
と
は
い
え
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
中
心
部

の
買
い
物
、
通
院
等
に
徒
歩
で
出
か
け
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

（
高
齢
化
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
） 

 

町
内
の
道
路
は
、
狭
隘
で
路
線
バ
ス
が
走
る
の
に
は
難
し
い
地
形
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
町
内
の
高
齢
化
率
が
高
く
な

っ
て
い
く
に
つ
れ
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
の
た
め
の
移
動
手
段
を
求
め
る
声
が
強

く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
年
～
24
年
に
か
け
て
、
会
津
バ
ス
に
よ
る

路
線
バ
ス
運
行
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
が
利
用
者
の
増
加
は
見
ら
れ
ず
や
む
な
く

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

（
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
立
ち
上
げ
） 

 

し
か
し
、
一
部
の
利
用
者
か
ら
バ
ス
の
継
続
運
行
を
望
む
強
い
要
望
が
あ
り
、

平
成
24
年
～
25
年
の
２
年
間
を
か
け
て
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
地
位
と
の
話
し

合
い
」「
各
種
会
合
な
ど
を
利
用
し
た
地
域
へ
の
徹
底
し
た
Ｐ
Ｒ
」
等
従
来
ま
で
の

バ
ス
事
業
者
任
せ
の
運
行
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
徹
底
し
た
検

討
を
重
ね
、
地
域
の
町
内
役
員
会
、
民
生
委
員
、
老
人
会
等
各
部
門
の
住
民
が
メ

ン
バ
ー
に
な
り
『
金
川
町
・
田
園
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
協
議
会
』
を
立
ち

上
げ
、
「
行
政
」
「
バ
ス
事
業
者
」
と
共
に
三
位
一
体
と
な
っ
て
連
携
を
密
に
し
、

平
成
26
年
11
月
本
格
運
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
れ
以
降
は
毎
月
の
『
運
営
協
議
会
』

で
、
運
行
実
績
の
確
認
、
利
用
者
の
声
の
把
握
、
利
用
促
進
方
策
の
計
画
等
を
つ

ぶ
さ
に
検
討
し
、
行
政(

市
役
所
地
域
づ
く
り
課)

、
バ
ス
事
業
者(

会
津
乗
合
自
動

車)

、
地
元
ス
ー
パ
ー(

リ
オ
ン
・
ド
ー
ル)

と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
で
利
用
し
易

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
て
い
る
。 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
形
態
と
利
用
実
績
） 

 

バ
ス
の
運
行
形
態
は
、
一
日
３
本
、
一
週
平
日(

月
～
金)

５
日
運
行
で
利
用
実

績
と
し
て
は
一
日
平
均
利
用
者
数
が
14
人
～
15
人
程
度
で
あ
る
が
地
域
住
民
と

1988年 6月 19日 東京新宿にて 

 

 

大
沢
熊
義
先
生 

1988 年 11月 5～6 日 熊の子会 in 鬼怒川 大沢先生参加 
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市議会 一般質問 

し
て
は
便
利
な
足
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。 

 

ま
た
、
利
用
実
態
と
し
て
は
、
市
内
中
心
部
の
買
い
物
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
飲

食
、
通
院
、
会
津
稽
古
堂
、
会
津
図
書
館
、
市
役
所
等
幅
広
く
利
用
し
て
い
る
。 

（
こ
れ
か
ら
の
利
用
促
進
） 

 

こ
の
バ
ス
の
更
な
る
利
用
促
進
策
と
し
て
「
ラ
ン
チ
会
」
を
月
一
回
設
け
、
ち

ょ
っ
と
お
洒
落
な
食
事
会
と
し
て
募
集
し
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
は
皆
と
会
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
ま
だ
利
用
経
験
の
な
い
人
達
を
対
象
と
し
た
「
乗
車
体
験
ツ
ア
ー
」
等
も
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。 

 

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
町
内
の
ど
こ
で
も
乗
車
・
下
車
で
き
る
「
フ
リ
ー
乗

降
」
の
申
請
、
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
等
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
の
創
意
工
夫
等
も
考
慮
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
） 

 

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
11
月
に
、
地
域
公

共
交
通
優
良
団
体
と
し
て
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
今
後
こ
の
栄

誉
を
胸
に
、
更
な
る
進
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。 

  
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            

近
況
報
告 

会
津
若
松
市 

村
澤 

智 (

昭
和
六
十
二
年
卒) 

 

会
工
電
友
会
々
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に

ち
は
。
会
津
若
松
市
議
議
員
の
村
澤
さ
と

る
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

日
頃
よ
り
私
の
議
員
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
議
員
生
活
も
３
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
寄
稿
で
す
の
で
、
少
し
自
己

紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
は
、
昭
和
62
年

電
気
科
卒
、
年
齢
は
今
年
50
歳
に
な
り
ま
す
。
趣
味
は
、
磐
梯
山
登
山
や
鶴
ヶ
城

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
な
ど
で
、
普
段
か
ら
積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
に

よ
り
、
将
来
介
護
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
会
津
若
松
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
３
点
ほ
ど
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

１
点
目
は
、
行
仁
小
学
校
の
建
替
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
消
防
屯
所
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
な
ど
の
施
設
を
複
合
化
す
る
計
画
は
地
域
住
民
を
巻
き

込
み
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
賛
否
両
論
あ
る
中
で
、
子
ど
も
達
の
教
育

の
場
と
し
て
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
複
合
化
は
し
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
の
学
校
は
、
将
来
の
超
少
子
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
、
新
た
な
手
本
に
な
る
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
で

す
。 ２

点
目
は
、
旧
県
立
病
院
跡
地
の
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
が
集
う
場
、
冬
期
間
で
も
数
百

人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
の
建
設
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
将
来
、

施
設
が
出
来
る
こ
と
に
よ
り
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
が
戻

る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
我
々
議
員
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
よ

り
利
活
用
し
や
す
い
施
設
の
建
設
が
実
現
す
る
よ
う
意
見

提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

コミュニティバス 後列右から２番目 菊地良三 氏 

国土交通大臣表彰受賞 前列右端 菊地良三 氏 

消防団検閲式 
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３
点
目
は
、
今
年
戊
辰
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。 

年
明
け
よ
り
戊
辰
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
３
月
の
鶴
ヶ
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
戊
辰
戦
争
を
題
材

に
し
た
オ
ペ
ラ
や
特
別
番
組
の
放
送
、
鶴

ヶ
城
廊
下
橋
の
改
修
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
や

関
連
事
業
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
越
し
い
た
だ
き
戊
辰

１
５
０
周
年
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

会
津
若
松
市
に
は
様
々
な
話
題
や
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
と
ご
家
族
の

皆
さ
ま
が
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

近
況
報
告 

会
津
美
里
町 

野
中 

寿
勝 (

昭
和
五
十
年
卒) 

 
 

昨
年
３
月
に
会
津
美
里
町
役
場
を
定
年
退
職
し
、

退
職
後
は
家
族
と
共
に
ゆ
っ
た
り
と
第
二
の
人
生

を
送
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
、

行
政
で
の
経
験
を
地
域
活
動
に
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
へ
何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
念
発
起
、
町
会
議
員
に

な
る
こ
と
を
決
意
し
、
昨
年
１
０
月
に
行
わ
れ
た

町
会
議
員
選
挙
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
を
い

た
だ
き
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

誠
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

新
人
議
員
と
し
て
、
最
初
の
１
２
月
議
会
に
臨
ん
だ
時
に
は
、
見
慣
れ
た
議
場

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
席
か
ら
見
る
執
行
側
の
光
景
に
、
職
員
と
し
て
執
行

側
の
席
に
着
い
て
い
た
時
の
自
分
を
思
い
お
こ
し
な
が
ら
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
と
も
に
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

会
津
美
里
町
も
他
の
市
町
村
と
同
様
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
状
の
中
、
結

婚
・
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
と
雇
用
創
出
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
の
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
住
み
続

け
、
会
津
美
里
町
を
次
の
世
代
に
安
心
し
て
引
き
継
い
で
い
け
る
の
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
町
で
は
新
庁
舎
及
び
複
合
文
化
施
設
が
建
設
中
で
あ
り
、
平
成
３
１
年

４
月
開
設
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
行
政
組
織
の
再

編
と
住
民
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
が
、
新

た
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
る
一
方
で
、

他
の
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
改
修
な
ど
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

議
員
と
な
っ
て
３
か
月
ほ
ど
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
一
年
生
議
員
と
し
て
日
々
研

鑽
に
努
め
な
が
ら
、
現
在
は
、
来
た
る
３
月
議
会
に
向
け
、
町
民
の
方
の
声
を
聴

き
な
が
ら
日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

              

・町の創生をイメージし「卵」を図案化。卵から

芽が出て更に成長する希望・期待を象徴。 

・目の周りの黒いシルエットは会津美里町の地形

(境界線)を表し、全体の形は小法師をイメージ。 

・町の生まれの天海大僧正＝慈眼大師の慈眼(慈悲

の心を持って世の中を見る目)にあやかりたい

との思いから名称を「あいづじげん」とした。 

会津美里町キャラクター「あいづじげん」 

 



 

- 14 - 

 

                                 

                                 

電友会 会員募集！！ 
楽しい会です  高齢化に新たな風を！ 

職業や年齢を超え、新たな出会いも楽しいものです 

学生たちの支援もしています （がんばれ、ガンバレ、がんーばーれ、、、） 

ＯＢ個々人として、できることには限りがありますが。。。。。 

電友会として様々なアイディアを出し合いませんか ？ 

そして電友会のさらなる活性化！（フレーッ、フレーッ、、、） 

 

連絡お待ちしております m(__)m 

会員募集担当 ： ４７Ｅ菊地進 kikuchi@kansuiko.co.jp 080-5551-9941 

 

 

会工ＨＰ（同窓会）をご覧ください！ 
http://www.aizu-th.fks.ed.jp/ 

会工の様々な情報が満載です 

ＨＰトップに同窓会ホームページの入り口があります     会報も掲載されています 

 

 
 

mailto:kikuchi@kansuiko.co.jp
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「
会
工
電
友
会
」
の
役
員
紹
介 

 
 
 
 
 

 
(

任
期
：
一
年
間
の
暫
定
延
長
に
よ
り
２
０
１
９
年
９
月
ま
で)

 

             

「
会
工
同
窓
会
本
部
役
員
」
に
就
い
て
い
る
電
気
科
同
窓
生
の
紹
介 

                 

 

【
編
集
後
記
】 

昨
年
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
雪
片
付
け
を
し
た
と
思
う
。
今
年
は
腰
が
痛
く
な
る

ほ
ど
や
っ
た
。
冬
は
終
わ
っ
て
な
い
の
で
ま
だ
大
雪
は
あ
る
の
か
な
。 

 

雪
片
付
け
中
に
雪
の
層
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
を
見
た
ら
木
の
年
輪
を
思
い
出
し

た
の
に
始
ま
り
地
層
や
年
表
と
ど
ん
ど
ん
連
想
が
広
ま
っ
て
い
く
。 

七
十
万
年
前
の
磁
場
反
転
の
痕
跡
を
残
す
地
層
が
千
葉
県
に
あ
る
そ
う
だ
。「
ブ

ラ
タ
モ
リ
」
で
や
っ
て
い
た
よ
な
。
そ
う
い
え
ば
会
津
に
も
来
た
よ
な
。
会
津
盆

地
は
東
西
の
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
で
き
た
「
構
造
盆
地
」
だ
そ
う
な
。 

私
の
人
生
も
年
輪
の
よ
う
に
刻
む
と
ど
ん
な
感
じ
に
な
る
の
か
な
。
で
も
、
人

間
の
年
輪
な
ん
て
百
年
。 

次
の
百
年
で
消
え
て
し
ま
う
。
溶
け
て
流
れ
り
ゃ
た
だ
の
水
。
こ
の
雪
の
よ
う

に
は
か
な
い
も
の
か
な
。 

般
若
心
経
で
い
う
「
色
即
是
空
」「
空
即
是
色
」
は
こ
ん
な
こ
と
か
な
。
で
も
雪

の
塊
は
な
ん
と
も
じ
ゃ
ま
な
存
在
。
き
り
が
な
い
の
で
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
し
よ

う
か
な
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

編
集
委
員 

鹿
目 

忠
明 

昭
和
四
十
年
卒) 

                 

会員の増加を図りましょう！ 

電気科・電子科卒の知人・友人

を勧誘しましょう。 

一報をお待ちしております。 

◎会員募集担当:47E 菊地進 

kikuchi@kansuiko.co.jp 

080-5551-9941 

＊
編
集
委
員 

佐
野 

常
雄(

昭
和
三
十
一
年
卒)

 

菊
地 

良
三(

昭
和
三
十
七
年
卒) 

鹿
目 

忠
明(

昭
和
四
十
年
卒)

  

近
藤 

信
行(

昭
和
四
十
年
卒) 

菊
地 

進
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）
白
井 

達
夫(

昭
和
四
十
三
年
卒) 

役職名 氏   名 卒年 

会  長 佐野  常雄 S31 

副会長 渡部  昭寿 S34 

 成田  良 S35 

 鹿目 忠明 S40 

監  事 栗城  隆彦 S36 

 長谷川 与一 S40 

会   計 近藤  信行 S40 

事務局長 白井  達夫 S43 

庶   務 菊地  進 S47 

理   事 大越 一郎 S35 

 中丸 茂由 S37 

 藤田  晴史 S40 

 渡部 幸雄 S43 

顧   問 栢森  幸雄 S27 

 山口  健 S29 

 荒明  正義 S30 

 根本  一雄 S36 

 菊地  良三 S37 

 

会工同窓会報 2017 版参照  2017 年 10 月改選 任期２年 

本部役職名 氏名(敬称略) 卒年 備 考 

会  長 藤田  晴史 S40 本部選出 

筆頭副会長 浅田  誠 S43 若松会工会会長 

副 会 長 田中 健一 S42 東京会工会会長 

幹  事 渡部  昭寿 S34 本部選出 

〃 近藤  信行 S40 本部選出 

〃 野中 寿勝 S50 本部選出 

〃 村澤  智 S62 本部選出 

〃 本名 雄一 H13 近畿会工会事務局長 

〃 星  秀明 S40 福島会工会幹事長 

〃 長谷川与一 S40 猪苗代会工会幹事長 

〃 小島 淳一 S41 西会津会工会幹事長 

〃 佐野  常雄 S31 湯川会工会幹事長 

〃 白井  達夫 S43 会工電友会事務局長 

〃 徳永 正浩 S55 東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄ会工会会長 

監    事 佐野  常雄 S31 会工電友会会長 

参   与 石川 善一 S39 近畿会工会会長 

〃 二瓶 嘉人 S39 福島会工会会長 

〃 星   武 S27 福島会工会前会長 

〃 大川原昌之 S28 いわき会工会会長 

事 務 局 真田 郁夫 S57 会津工業高校教職員 

 

mailto:kikuchi@kansuiko.co.jp

